
世界健康安全保障イニシアティブについて  

1．経緯  

2001年9月の米国における同時多発テロを受け、米国・カナダ嘩  
府の呼びかけにより、世界的な健康危機管理の向上及びテロリズムに対  
する準備と対応に係る各国の連携等について話し合うことを目的に各国  
保健相レベルの会合（世界健康安全保障イニシアティブGlobalHealth  
SecurityInitiative：GHSI）が2001年11月に発足した。   

この間僚級会合の下に、実務レベルで協議するための局長クラスの作  
業グループ（世界健康安全保障行動グループGlobalHealth Security  
Action Group：GHSAG）が置かれ、我が国からは技術総括審議官がメン   
バーとして登録されている。このGHSAGの下に、生物・化学テロ等の  
健康被害への対応について技術的な検討作業を行う専門分野が設定され、  
必要に応じて専門家会合（WorkingGroup：WG）が設置されている。  

2．構成   
加、米、墨、英、仏、独、伊、日（EU、WHOはオブザーバー参加）  

3．閣僚級会合開催状況  
1回（於オタワ）  

2回（於ロンドン）  
3回（於メキシコシティー）  

4回（於ベルリン）  

5回（於パリ）  

6回（於ローマ）  

7回（於東京）  

8回（於ベセスダ）  
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4．専門分野の状況   
（1）インフルエンザパンデミックWG   
（2）リスク管理及び］ミュニトシ］ンWG   

（3）実験施設ネットワーク（ラボネット）   

（4）化学イベントWG   

（5）核・放射線源によるテロ   

（6）研究協力   

（7）実地疫学調査   

（8）対応能力強化  

担当：米・英  

担当：カナダ・英  

担当：カナダ  

担当：日本  
担当：フランス  

担当：EU  
担当：メキシコ  

担当：フランス・ドイツ   



第7回世界健康安全保障イニシアティブ閣僚級 

閣僚合同宣言の概要  

L 新型インク′レエンザ対策   

＞ 行動計画の比較   

＞ ワクチンの研究開発等におけるWHOとの連携   

＞リスクコミュニケーション   

＞ 途上国における対応能力強化  

2・実験施設ネットワークの強化メンバー国の協調   

＞ 病原体検査法の標準化   

＞ 実験施設間での病原体輸送  

3．緊急時連絡体制の整備   

＞ 平時からの情報共有  

招学・核物質を用いたテロへの対策   

＞ 訓練や専門家会合の実施   

＞IAEA、bECD等の国際機関との連携  

5．国際連  の促進  

＞ 実地疫学調査  

＞ 重要な研究分野の特定  
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2006年12月6日  

第7回世界健康安全保障イニシアティブ閣僚級会合  
閣僚合同宣言仮訳＊  

日本東京一2006年12月7日  

1． 我々、保健担当大臣等は、第7回世界健康安全保障イニシア  

ティブ（GHSI）閣僚級会合のため、東京に参集した。  

2001年にGHSIが発足して以降、我々は著しい進展を遂げ  

てきたが、今後も、世界の健康安全の強化ならびに各国国民  

の健康と安全の保護に全力で取り組んでいく。本日の会合は、  

さまざまな分野における我々の取り組みを推進する有意義な  

ものであった。  

2． 世界規模でのパンデミックヘの事前対応は、依然としてGH  
SIメンバー国にとって優先すべき重要な課題である。昨年   

1年間の間に、英国と米国が主導する作業部会メンバー国が  

達成した成果は顕著である。2006年5月、ドイツがワクチン  

の開発および使用に焦点をあてた新型インフルエンザ・ワー   

クショップ、2006年10月には、米国が、ワシントンにおいて、  

（新型インフルエンザ発生時の）GHSIメンバー国でのリ  

スクコミュニケーション計画に関するワークショップを開催  

した。また、同10月に、カナダが専門家会合を開催し、世界  

全体でのインフルエンザワクチン生産力向上及び備蓄、なら  

びにプレパンデミック期におけるH5Nlインフル工ンザ株  

を用いたワクチンの使用検討といった事項について議論を行  

った。これらの会議は、情報共有や最良実施事例特定、及び  

更なる協力分野模索のための貴重な機会となった。  

＊ 英文との間で政敵がある場合、英文を優先すること  

3   
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我々は、ワクチン生産力向上のための「新型インフルエンザ  

に関するグローバルアクションプラン」（GAP）における  

WHOの指導力を賞賛する。本計画は、新型インフルエンザ  

に対する国際連携と事前対応の強化において、重要な進展を  

もたらすものである。この重要な取組への米国とカナダの資  

金面での貢献に感謝する。  

我々は、各国における新型インフル工ンザ行動計画の比較と  

分析を行った。この作業の実施により、各国は、共通の事前  

対応方策を強化することができた。また、2006年10月に米国  

で実施されたワークショップおいて、新型インフルエンザ発  

生時にメンバー国が共通したメッセージを発信するためのハ  

イレベルメッセージ作成に向けて連携して取り組むことが確  

認されたこ とを歓迎する。これにより、各国の政策担当者、  

医療従事者、ならびに国民に対し、パンデミックの状況につ  

いてメッセージを発信する際、GHSIメンバー国間で統一  

的アプローチをとることが可能となる。さらに、昨年以降の  

WHOや専門家による取組の結果、早期封じ込めに関するプ  

ロトコールが改善されたことも大きな成果である。我々は、  

WHOが、このプロトコールを実施し検証していくよう希望  

する。  

我々は、新型インフルエンザに対する世界規模での事前準備  
と対応は、いまだに大きな課題であることを認識しており、  

引き続きこれらの課題に取り組んでいくことで合意した。  

2007年にGHSI新型インフルエンザ作業部会が取り組む予  

定の優先課題としては以下が挙げられる。新型インフルエン  

ザのリスク評価、行動計画上の想定ならびに社会的封じ込め  

へのアプローチが各国間で異なることに特に注意しながらの、  

＊ 英文との間で釦酷がある場合、英文を優先すること  2   
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GHSIメンバー国の行動計画に関する比較継続、プレパン  

デミックワクチン及びパンデミックワクチンの製造・供給及  

び抗ウイルス薬の使用・備蓄・供給に関する政策の共有、G  
HSIメンバー国におけるリスクコミュニケーション計画に  

関するレビュー及び検討、ならびに情報伝達と行動変容に関  

する知見の共有、さらに、国や地域レベルでの訓練から得ら  

れた教訓の共有である。  

3． カナダの主導の下、GHSAG実験施設ネットワーク（ラボ  

ネット）が、様々な側面で進展している。本ネットワークに  

よる作業の実施は、健康安全保障強化の面で大きな進展をも  

たらしている。こうした観点から、我々は、主に病原性の高  

い物質についての迅速かつ時宜を得た知見の共有及び研究協  

力を目的としたメンバー国間や実験施設間の科学者の交流や  

移動を促進するため、現在の研究施設における安全確保のた  

めの規定と手順を見直すことで合意した。  

我々は、2006年9月にアトランタで開催された天然痘検査に  

関するワークショップの主催国を務めた米国に感謝の意を表  

する。我々はまた、カナダが2006年10月に、ニューヨークで  

開催された「環境試料サンプリング及び病原体の検知」に関  

する第2回全国会合にあわせて、環境試料サンプリングに関  

するワークショップを開催したことに感謝する。これまでの  

成果をふまえ、2007年、ラボネットに・おいては多くの重要な  

構想が計画されている。カナダは、（マールブルグ、エボ  

ラ、ラツサなどの）ウイルス性出血熱の検査に関するワーク  

ショップを、また、英国は、Q熟に関するワークショップを、  

ドイツは、電子顕微鏡診断ワークショップを主催する予定で  

ある。カナダはまた、すべてのネットワークメンバーを対象  

に、現場で展開可能な検査設備に関するワークショップを主  

＊ 英文との間で敵酷がある場合、英文を優先すること  3   
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催する予定である。また、2007年初頭に感染性を有する検体  
を輸送するための訓練が実施される。さらに、ドイツがGH  
SAGにおける、検査水準の外部検証プログラムに対する提  
案を策定する予定である。上記の訓練及びワークショップに  
より、GHSIメンバー国間で、診断面の最良事例に関する  
情報を共有する貴重な機会や診断技術の向上がもたらされ、  

その結果、GHSIメンバー各国のウイルス検出能力や、自  
然発生的あるいは人為的な公衆衛生上重大な健康危機への対  

応能力が向上することが期待される。  

4．リスクマネージメントとリスクコミュニケーションは、我々  
が引き続き連携して取り組むべき、重要課題である。こうし  
た観点から、この分野の取組として、2006年5月に開催され  
た積極的リスクコミュニケーションに関するワークショップ  

の主催国を務めたドイツに対し、感謝の意を表する。また、  
2007年に、爆破物による負傷者管理の最良事例検討を目的と  
するシンポジウム及び、G8主導の下での法医・疫学ワーク  
ショップを開催したいとする英国の提案を歓迎する。さらに、  
ドイツは、ボツリヌス毒素の国際的散布のリスクに関するワ  
ークショップとともに、バイオテロ管理の進歩に関するワー  

クショップを開催する予定である。日本は、リスクを早期に  
発見し評価するためのサーベイランスに関するワークショッ  

プを開催予定である；この際、早期の危機検知のためのネッ  

トワークに関する英国の研究結果を踏まえることとする。公  
衆衛生的政策決定及びハリケーンカトリーナから得た教訓に  

関するワークショップを米国が開催予定であり、これは危機  
発生時の公衆衛生的対応や政策決定プロセスについて、メン  
バー各国が議論を深めるよい機会となると期待される。我々  

はさらに、現在進行中のポロニウム210に関連する一連の事  

＊ 英文との間で艶臨がある場合、英文を優先すること  4   
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案に関するワークショップを開催するという、英国の申し出  

を歓迎した。  

一方で、WHO事務局と連携した天然痘発生時対応計画策定  

の取組は完成に近づいている。我々は、WHOの認定を受け  

た、二箇所の施設において、生の天然痘ウイルス株を用いた  

研究が継続して実施されていることを確認した。  

（メンバー国問の）緊急連絡体制については、通報訓練が継  

続され、整備が進んでいる。今後も、定期的に通報訓練が行  

われることになっている。（どういった時に緊急連絡網を活  

用するかに関する）プロトコールの改訂版が最近完成すると  

ともに、緊急時及び平時に、メンバー国間でビデオ会議を実  

施することも可能となった。情報通信技術により、GHSI  

各国を迅速につなぐことができるという機能は、全てのメン  

バー国にとって有用である。この機能の有用性は明らかであ  

り、緊急時の迅速な情報交換を促進するものである。  

我々は、英国が中心となり、保健部門に関連する主要な訓練  

に関する日程表が作成されたことに感謝を表するとともに、  

こうした訓練から得た教訓を各国が共有することの重要性を  

確認した。我々はまた、GHSIのすべての作業部会が参加  

して、現在我々が直面している、化学・生物■核・爆発物テ  

ロや・新型インフルエンザの脅威及びリスクを評価するため  

の、戦略的ワークショップを開催するとの提案を承認した。  

2007年に開催される予定のこのワークショップは、メンバー  

各国が一致団結して対応にあたるべき脅威やリスクに関し、  

優先順位付けを促進すると期待される。  

＊ 英文との間で釦酷がある場合、英文を優先すること  5   
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5．2006年11月に、ブリュッセルにおいて、健康安全保障分野に  

おける研究に関するシンポジウムを開催した欧州委員会（E  

C）に感謝を表する。このシンポジウムは、化学テロ、生物  

テロ、核・放射線テロの脅威に対する準備と対応、また、健  

康を守るため、世界規模でどのような事前準備や対応を進め  

ていけばよいのか、また、研究成果をどのように健康関連政  

策決定に反映していけばよいのかを検討する、有効な機会で  

あった。我々は、局長級会合に対し、このシンポジウムの成  

果に基づき、GHSIの目的に照らした研究におけるギャッ  

プに関する情報を適時適切に特定・共有するための最適な方  

法を考案するよう求めた。  

6・ 日本が継続してGHSI化学イベント作業部会におけるリー  

ダーシップを発揮していること、2006年2月にテロ発生を想  

定した訓練を実施したことに対し、感謝の意を表する。また、  

今後、優先化学剤群の各々をテーマとしたワークショップを  

順次開催していく計画を歓迎する。最初のワークショップは   

2006年7月に開催され、窒阜剤に閲し、臨床面、被害拡大抑   

止のための計画、及び国境を越えての影響拡大の可能性等に  
ついて議論された。  

7・核・放射線を用いた事件によりもたらされる被害の公衆衛生  

的問題、ならびに、その地球規模での重要性については、引  

き続き、理解を深める必要がある。この観点から、2006年6  

月にフランスがワークショップおよびシミュレーション訓練  

を主催したことに感謝の意を表する。この訓練には、経済開   

発協力機構（OECD）の核原子力機関、WHOならびに国  
際原子力機関（IAEA）も参加し、参加者は、高濃度の放  
射線に被爆した患者の治療や、放射線によるテロ発生時、公  

衆衛生的管理に関する経験について情報を交換することがで  

＊ 英文との間で敵鹿がある場合、英文を優先すること   



乃β朋血血f〝由仁弛d吻免心0200古  

きた。こうして得られた知見は、GHSIにおける今後の活  

動や計画活動の指針として役立つと期待される。  

我々は、フランスとドイツが高線量被ばく患者の治療に関す  

る研究について発表を行ったことを評価する。我々は、国際  

的な専門家グループを設置し、高線量被ばく患者の急性放射  

性症候群や放射線性熱傷についての初期対応、新たなトリア  

ージアプローチ、治療プロトコールといった分野での新たな  

知見が国際的プロトコールに組み込んでいくべきという局長  

会合からの提案を支持する。  

2006年6月のワークショップにおいては、被ばくによる急性  

期症状を呈する患者の国境を越えての輸送という課題を明ら  

かにした。我々は、次回閣僚級会合までに、この課題を解決  

するための難点を評価し、解決策を提示することを局長級会  
合に求める。  

8．感染症発生時、現地対応（実地疫学調査）における国際協調  

も、メンバー国にとって持続的取り組みが求められている分  

野の一つである。メンバー国国内の疫学的対応における必要  

事項を抽出する我々の共同作業の前進のため、メキシコは、  

引き続き中心的役割を果たしている。具体的には、既存資源  

のデータベース作成や、実地疫学および感染症対応のネット  

ワーク構築が挙げられる。本件に関する最終報告書は、2007  

年初頭に完成する予定である。  

我々はまた、感染性の高い患者の隔離技術に関するワークシ  

ョップを2007年に開催するという、イタリアの申し出を歓迎  

した。  

＊ 英文との間で敵酷がある場合、英文を優先すること  7   
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9． 我々は、対応能力養成に向けて、フランス、ドイツ、および  

WHOが果たした指導的役割に感謝するとともに、本イニシ  

アティブの成果を歓迎した。我々はまた、GHSAGラボネ  
ットと協力して、国際保健規則（IHR）の実施を支援し、  
メンバー国以外の国々とプロトコールー専門的知識・診断方  

法を共有するための必要事項を特定した、WHOに感謝の意  

を表した。  

我々はIHRの実施に関する継続的取り組みに注目しており、  

2006年5月の第59回世界保健総会において、GHSIメンバ  

ー国の先導により、2007年6月の正式発行を待つことなく、  

IHRの関連条項を早期に自主的に履行するよう求める決議  
が承認されたこと、メンバー国のIHR準拠に向けた支援進  

捗状況を、WHOが毎年報告することとなっていることを評  

価する。我々は、IHRの適用においては、21世紀に世界全  
体が直面している、地球規模でのインフルエンザの爆発的流  

行の可能性を始めとする、国際的な公衆衛生面での真の脅威  

を反映させるべきだという認識を新たにした。また、IHR  

の実施に関し、メンバー国が開発途上国を支援すべき特定の  

分野を確認する必要性についても協議した。  

我々は、改訂IHRが、自然発生的か、事故的か、意図的か  
に関わらず、全ての健康への脅威やあらゆる原因・形態のイ  

ベントに適用されるものであることを埋解しながら、引き続  

きこの規則の自主的履行を図っていく所存である。  

IHRの適用に関するGHSIメンバー国のWHO事務局へ  

の支援を継続する。また、開発途上国における対応能力強化  

のため、メンバー国は引き続き、トレーニングの機会の供与  

を通じ、WHOを支援していく。さらに、IHRの適用に関  

＊ 英文との間で敵酷がある場合、英文を優先すること  
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する取組の一環として、今後も、開発途上国に対する検査に  

穆関するトレーニングの機会を供与するための努力を強化して   

いく。  

10．今年、GHSI関する公開ホームページ（www．ghsi．ca）が  

開設された。この新たなホームページは、（広く周知するこ  

とが）本イニシアティブに関する情報や成果の共有推進に役  

立っている。  

11．2007年下旬に次回閣僚級会合を開催するという、米国の申し  

出を歓迎する。  

●柳澤伯夫 日本厚生労働大臣  
● ロージー・ウインタートン 英国保健大臣  

● アレックス・アザール 米国保健社会福祉副長官  
●クラウス・テオ・シュレーダー ドイツ保健省事務次官  

● スーザン・カートライト事務次官補（トニー■クレモン カ   

ナダ保健大臣代理）  

● ミゲル・ルイスカバーニャス・イスキェルド駐日大使（ホ   

セ・アンヘル・コルドバ・ヴィラロボス メキシコ保健大臣   

代理）  

● ディディ工・ウサン フランス保健福祉省健康局長（グザヴ   

イエ・ベルトラン プランス保健福祉大臣代理）  

● マリア・ロザリア・カポピアンキ イタリア国立感染症研究   

所ウイルス部門長（リヴィア・トゥルコ イタリア保健大臣   

代理）  

● アンジェ・リシュ  EC公衆衛生／リスク評価部門長（マルコ   

ス・キプリアヌ EC保健消費者保護委員代理）  

＊ 英文との問で敵監がある場合、英文を優先すること  9   
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FINALVERSION  

SEVENTHMINISTERIALMEETING  

ONTHEGLOBALHEALTHSECURITYINITIATrvE  

Tokyo，Japan－December7，2006   

l．We，theMinisters／Secretaries／CommissionerofHealth，metinTokyofbrtheSeventh  

Mir）isterialForumOftheGlobalHealthSecurityInitiative（GHSl）．Wehaveachieved  

SignificantprogresssincethecreationoftheGHS＝n2001，andweremaincommittedto  
Strengtheninggloba＝一ealthsecurityandprotectingthehealthandsafttyofourrespeCtive  
POPulations．OurmeetlngtOdayservedtoadvanceourworkonseveralfronts．   

2・ PandemicpreparednessremainsakeyGHSIpriority．Wearep）easedtonotethe  
importantworkaccomplishedoverthepastyearbytheUKandU．S．1edWorkingGroup  
anditsmembersincortjunctiorlwiththeWorldHealthOrganization（WHO）・InMay  

2006，Germanyhostedapandemicinnuenzaworkshopontheapproachestodeve）opment  
anduseofvaccines；in2006theUnitedStateshostedacommunicationsplannlng  
WOrkshopforGHSlmembersinWashington，D．C．；andCanadahostedanOctober2006  

meetingtodiscussglobalin且uenzavaccinemanufhcturingcapacity，StOCkpilingand  

COnSiderationsfortheuseofH5Nlhumaninnuenzavaccinesinthepre－pandemicperiod．  

Thesemeetingsprovidedvaluableopportunitiestoshareinformation，identifybest  
practices，andexplorefurtherareasofcooperation．  

WecommendedtheWHOfbritsleadershipwithrespeCttOtheannouncementoftheir  
GlobalPandemiclnnuenzaActionPlantoincreasevaccinesupply．Theongolng  
developmentofthisplanconstitutesakeyadvancementwithrespecttoenhancing  

intemationalpandemicinnuenzacoordinationandpreparednesseffbrts．Wethankedthe  
UnitedStatesandCanadafbrtheircontributionoffundstothisimportanteffbrt，  

Wearepleasedtoreportthecomparisonandanalysisofourrespectivepandemic  
PreParednessplans．Thisexercisehasservedtostrengthenourcommonpreparedness  
effbrts，Wearea）sopleasedtoreporttheadvancementofworkonharmonized  

approachestothedevelopmentofhigh－）evelcornmunicationsmessages，preSentedatthe  
UnitedStatesOctober2006workshop，Whichwi1lservetOStrengthenourcolIective  
approachestoinformlngOurreSpeCtivedecision－makers，healthprofもssionalsandcitizens  

regardingapandemicsituation．Inaddition，WereCOgnizedthedevelopmentofanearly  

COntainmentprotocoloverthepastyearbytheWHOandtechnicalexperts．We  
encouragetheWHOtoexerciseandevaluatethisprotocol．  
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Werecognizedthatkeychallengestoglobalpreparednessandresponseonpandemic  
influenzaremaln，andwehaveagreedtocontinuetoaddressthesechaJlenges・ln2007，  

prioritytopicsfortheGHSIPandemicInfluenzaWorkingGroupinclude‥aSSeSSmentOf  

risksandon－gOmgCOmParisonandanalysisofGHSImembers’nationalplans，with  

Particularattentiontobetterunderstandingtherationalefbrdifftrencesinplannlng  
assumptlOnSandapproachestocommunltyCOntainmentmeasures；Sharingpoliciesfbr  
Pre－Pandemicandpandemicvaccineproductionanddistribution，aSWe11asantiviraluse，  

StOCkpilesanddistribution；On－gOlngreViewanddiscussionofourrespective  

COmmunicationsplansandsharingofcommunicationsandbehavioralresearch；and  
Sharinglessonslearnedfromnationalandreg10nalexercises．  

TheCanada－1edGlobalHealthSecrityActionGroup（GHSAG）LaboratoryNetwork  
COntinuedtomakeprogressonvarlOuSfナonts・TheworkoftheNetworkhasledto  

numerousadvancementswithrespecttobuildinghealthsecuritycapacity・Tothisend，  

Wehaveagreedtoreviewcurrentlaboratorysecurityprocessesandprocedureswitha  
ViewtowardsexpeditinglnterChangeandmovementofscjentistsamongmember  
COuntries’highsecurity1aboratories，withtheo叫ectiveofrapidandtimelyknowledge  

exchangeandresearchcollaboration，prlmarilyintheareaofthreatagents・   

WethankedtheUnitedStatesforhostingasuccessfhlsmallpoxlabworkshopinAtJanta  
inSeptember2006．WealsothankedCanadafbrhostingaworkshoponenvironmentaJ  
samplinglnCOrUunCtionwiththe2ndNationalConftrenceonEnvironmentalSampling  
andDetectionfbrBio－ThreatAgentsheldinNewYorkinOctober2006．   

AnumberofkeyNetworkinitiativesareplannedfbr2007，alJofwhichwillbuiJdonpast  
Networkadvancements．Canadawillhostalaboratoryworkshoponviralhemorrhagic  
ftvers（suchasMarburg，Ebola，andLassa）；theUKwi11hostaworkshoponQftver；  

Germanywi11hostanelectronmicroscopydiagnosticworkshop；Canadawi11hosta  
deployablelaboratoryworkshopfbrallNetworkmembersandwi11coordinate，withthe  
UK，aninfbctiousdiseasesamplestransportationexerciseinearly2007；andGermany  

willdeveIopaproposalforaGHSAGExternalQualityAssuranceprogr？m・The  
afbrementionedexercisesandworkshopswillresultinvaluableinfbrmat10nSharing  
OpPOrtunitiesforGHSlmembercountriesondiagnosticbestpracticesandrelated  
techniques，andconsequentlyimproveGHSIcapacitytodetectandrespondtonaturalor  
man－madepublichealthemergencies．   

RiskmanagementandcommunicationscontinuestobeakeyfbcalpolntOfourcommon  
activities．Tothisend，WethankedGermanyfbrhostingaworkshoponproactiverisk  

COmmunicationin2006．WewelcomedtheUK’splantohostanexplosivedevices  

SympOSiumin2007inordertodevelopbestpracticesfbrmanaglnglrUuries・Germany  

wi11hostaworkshopontherisksrelatedtoanintentionaJreleaseofbotulinumtoxinin  
January2007，aSWellasaworkshopontheadvancedmanagementofbiologlCalthreats・  

Japanplanstohostaworkshoponsurveillancefbrearlydetectionandassessmentofrisk，  
utilizingtheresultsoftheUKstudyonexistlngearlywarn1ngnetWOrks・Wewelcomed  

theUnitedStates’0fftrtohostaworkshopin20070nPublichealthdecisionmakingand  

lessonslearnedfromHurricaneKatrina，WhichwilIprovideanopportunityfbrmember  
COuntriestodiscusstheirpublichealthresponseeffbrtsanddecision－makingprocesses  
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duringemergencies．Ar）dweweIcomedtheUK’sofftrtohostaworkshoponthecurrent  

Polonium－210incident．   

WorkinconsultationwiththeWHOSecretariatisbeingcompletedonoperationaI  
PlannIngarOundpotentia）smallpoxoutbreaks．Wealsonotedtheimportanceofthe  
OngOlngreSearChor）livevariolaviruS，atthetwoauthorizedrepositoriesunderthe  
auspICeSOftheWHO．   

WenotedtheadditionalprogressmadebytheEmergencyContactNetwork，Whichwas  
Su句ecttocontinuedtest）ng．Suchtestlngandrelatedworkwillcontinue．Arevised  

NetworkprotocoIwasalsorecentlycompleted，andtheNetworkisavailablefor  
emergencyandroutinevideoconftrencing．TheabilitytoquicklyconnectGHSImembers  
throughavarietyofcommunicationstechnologiescontinuestobeusefuJ．Thisproven  
CaPabiJityfurtherenhancesourabiJitytorapidlycommunicateduringemergencies．   

WethankedtheUKfbritsleadershipincreatlngaCalendarofm叫OreXerCisesand  
activitiesthatinvoIvethehealthsector，andemphasizedtheneedfbrmemberstoshare  
lessonslearnedfromtheseexercises．AndweendorsedtheproposaItoorganizea  
StrateglCWOrkshopinvoIvinga11GHSIworkinggroupstoassesscurrentchemical，  
biologlCal，radio－nuCJear，eXPIosiveandpandemicinfluenzathreatsandrisks．This  

workshopwillfacilitatethefurth読prioritizationduring20070fthreatsandrisksthatwi1l  
requlreOurCO11ectiveattentioりandaction・  

WethankedtheEuropeanCommissionfbrhostingtherecentNovember2006Health  
SecurityResearchsymposiuminBrussels．Themeetingprovidedanopportunityto  

explorehowbesttoimproveourgloba‖一ealthpreparednessandresponsetochemical，  
biologlCalandradio－nuClearthreats，andhowresearchcancontributetoourcoJlective  

healthpolicydecisions．BuildingontherecentSymposium，Wehaveaskedofncialsto  

COnSiderwaysinwhichinformationorlreSearChandresearchgapsrelatedtoGHSI  
O旬ectivescouldbestbeidentifiedandsharedinatimelymanner．   

WethankedJapanfbritscontinued）eadershipregardingtheworkoftheGHSIchemical  
eventsworkinggroup，andincoordinatlngtheFebruary2006terroristsimulationevent．  
WewelcomedtheofftrfromJapanwithrespecttoholdingfuturesimulationworkshops  
OnSelectedchemicalagents，thefirstofwhichwasheldinJuJy2006，Whichfbcusedon  
Clinicalissues，mltlgationplansandpossiblecross－borderimpacts．   

ThepublichealthimplicationsofradiologlCalincidentsandtheirinternational  
Signincancemustcontinuetobebetterunderstood．WethankedFrancefbrhostingthe  

June2006workshopandsimulationexercise，tOWhichtheOrganizationfbrEconomic  
CooperationandDevelopment’sNuclearEnergyAgency，theWHOandtheInternationaI  

AtomicEnergyAgencyalJcontributed．Thisexerciseallowedmemberstoexchangebest  
PraCticesregardingthemedicalmanagementofhighlyirradiatedindividualsandthe  
managementofthepublichealthaspectsofradiologlCalterroristacts．Thesenndingswi11  
helpguideourfutureactivitiesandplannlngaCtivities．  
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WecongratulatedFranceandGermanyfbrtheirpresentationsontheirresearchresultsin  
themedicalmanagementofhighlyirradiatedvictims・Wesupportedtheproposalfrom  

OfficialstoincorporatenewexperienceintointernationalprotocoIsintheareasofurgent  
actions，nOVeltrlageaPPrOaChes，andtreatmentprotocoIsfbracuteradiationsyndrome  

andradiologlCalburnsofhighlyirradiatedvictims．   

TheJune2006workshopidentifiedtheissueofintemationaltransftrofpatientswhoare  
Sufftringfromacuteradiationsickness，SPeCificallythepotential”bottleneck”intherapid  
PrOVisionofexpertmedicalassistance・ToresoIvethisissue，Wehaverequestedthat  
OfficialsassessthechallengesandrecommendsolutionsprlOrtOthenextmeetlngOf  
Ministers．   

Internationalcollaborationoffleldresponsetooutbreaksremainsanareaofsustained  
effbrtforGHSlmembers・WewelcomedMexico－scontinuedleadershipinadvanclngOur  
COmmOnWOrkaroundidentifyingneedsinnationalepidemiologresponsesamong  
mernbers，WhichincludesthedevelopmentofadatabaseofexistlngreSOurCeSand  
networksinfieJdepidemiologyandoutbreakresponse．A坑nalreportonthistoplCwillbe  

completed in early 2007. 

WealsowelcomedItaly’splanstohostaworkshoponhighlyinftctiouspatientisolation  
techniquesin2007．   

WeappreciatedtheGerman，FrenchandWHOledinitiativeoncapacitybuilding，and  

Welcomedtheresultsofthisinitiative．WealsothankedtheWHOforworkingwiththe  
GHSAGLaboratoryNetworkinsupportlngtheimplementationoftheInternational  
HealthRegulations（IHRs），andinidentifyingtherequirementseCeSSarytOShare  
protocoIs，eXPertiseanddiagnosticapproacheswithothercountrleS．   

WenotedthecontinulngWOrkwithrespecttotheimplementationofIHRs．Weare  
pleasedthatthe59thw＝AfbllowedtheleadoftheGHSlmembersinpasslnga  
COnSenSuSreSOlutioninMay2006thatcallsfbrearly，VOluntarylmPlementationofthe  
relevantprovisionsoftheIHRs，ratherthanwaitlngfbrforma）implementationinJune  

2007．WearealsopleasedthatthewnOisrequiredtoreportannuallyonprogress  
achievedinprovidingsupporttomemberstatesoncompliancewiththeimplementation  
OftheIHRs．WerecognizedtheimportanceoftheIHRsinstrengtheningourresponseto  
internationalpublichealththreats－includingapossibleinfluenza－relatedpandemic－  

whichallcountriesfaceinthe21SIcentury・WealsodiscussedtheneedfbrGHSlmember  
Ountriestoidentifyparticularareastoassistdevelopingcountrieswiththeir  
lmPlementationoftheIHRs．   

Wewi1Icontinuetovoluntari1yapplytherevisedIHRswiththeunderstandingthatthe  
regulationsapplytoa11suchhealththreatsandcausesandmodesofevents，irrespective  
Ofwhethertheyarenatura11yoccumng，aCCidental，Ordeliberate．  
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WeacknowledgeourcontinuedsupporttotheWHOSecretariatinthein1pJementationof  
theIHRs・Workwi11continuebyGHSlmemberstosupporttheノwHOthroughtraining  
OpPOrtunitiestobui】dthenecessarycapacityindevelopingcountries．GHSIcountrieswill  
undertakefurthereffbrtstoidentifywaystoinitiateandsupportlaboratorytrainingto  
developmgcountriesaspartoftheirimplementationofthelHRs，   

10． WeLarepJeasedtohavelaunchedthisyearthepublicwebsite（www・巴hsi・Ca）fbrthe  
GHSI．Thisnewsitehasservedtofhcilitatethesharingofinfbrmationandoutcomes  
丘omtheInitiative，   

1l． WewelcomedtheinvitationfTomtheUnitedStatestohostthenextMinisterialMeeting  
inlate2007．   

Statementendorsedby：   

＄  TheHonourableHakuoYanaglSaWa，MinisterofHealth，LabourandWelfare，Japan  
＄  TheRightHonourableRosieWinterton，MinisterofStateforHealthServices，United  

Kingdom  
＄  TheHonourableAlexMichaelAzarII，DeputySecretary，UnitedStatesDepartmentof  

HealthandHumanServices，OnbehalfofSecretaryMichae10．Ltav血，Secretaryof  
HealthandHumanServices，UnitedStates  

＄  Dr．KlausTheoSchr6der，DeputyMinister，FederalMinistryofHealth，Onbehalfofthe  
HonourableU11aSclmidt，MinisterofHealth，Germany  

＄  SusanCartwright，AssociateDeputyMinister，HealthCanada，Onbeha）fofthe  
Honourab）eTonyClement，MinisterofHealth，Canada  

＄  HisExce11encyMi亭ue）Ruiz－CabaAasIzquierdo，AmbassadorofMexicotoJapan，On  

behalfofDr．Jos6AngelC6rdobaVillaJobos，MinisterofHealth，M6xico  
＄  Dr・DidierHoussin，Directeurg6n6raldelasant6，Onbeha）fofl’HonorableXavier  

Bertrand，Ministredelasantietdessolidarites，FranCe  

＄  Dr．MariaRosariaCapobianchi，Director，LaboratoryofViroJogy，NationalInstitutefbr  

InftctiousDiseases，OnbehalfoftheHonourableLiviaTurco，MinisterofHealth，ltaけ  
＄  Dr．AndrzqjRys，Director，PublicHea）thandRiskAssessment，OnbehalfofMarkos  

Kyprianou，CommissionerofHealthandConsumerProtection，EuropeanCommission  

ー30－  
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